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平井竜一が今日も歩く

Ryuichi Hirai

いくぞ！
もっと、わくわく

するまちへ。

平井竜一、54歳。

今日も市民の声を

聞いています。
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54歳

平井竜一さんを推薦します。

立憲民主党、西東京・生活者ネットワーク、日本共産党

無所属市議有志一同、東京都商工政治連盟西東京支部長 松川紀代美

安保法制の廃止と立憲主義の回復を求める西東京市民連合
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私たち市議会議員は責任を持って

推薦団体
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平井竜一が今日も歩く！ VOL.３

平井竜一はこう思った！

徹底した現場主義、「対話」第一の
子育て・教育特集号

※次回以降、防災、環境等を特集予定

特色を生かした「共同保育所にんじん」さんを訪問

「共同保育所にんじん」さんは異年齢保育、共

同保育を特色とし、毎月遠足や食材にこだわり、

保護者と共同で運営をしている認証保育所です。

運営上の課題についてお聞きしました。

まず、第一の課題は認可保育所に比べて給料も

安く、求人募集をしても応募がなく、人材確保が

出来ないとのこと。

補助金も子どもの在籍人数で決まるので厳し

く、保育従事者賃貸住宅借り上げ助成も条件が

細かく利用できません。市に相談しても「お金

は出せない」と動いてもらえなかったそう。

そんな厳しい状況の中「にんじん」さんの保

育の良さを選んで入園する保護者も多いと伺い

ました。

市にお金がなければ知恵と汗をかくのが行政のあるべき姿です。

保育従事者賃貸住宅借り上げ助成を弾力的に運用しない、キャリア

アップ補助金もチャンスに変えていないのは勿体ないことです。

西東京市の子ども条例は子どもを主体に考えていくまちの理念の

はずです。認可保育所や認証保育所という制度によって、保育を受

ける子どもに格差があってはなりません。子育ては社会の根幹です。

PTA経験者の皆さんと西東京市の教育について懇談

小学校でPTAを経験された保護者の

皆さんにお話を伺いました。

話題の中心はやはりコロナ禍での影

響についてでした。休校中、先生や友

だちとのコミュニケーションがとれな

かったことがつらかったとのこと。

西東京市では来年度から小中学生に１人１台のタブレット端末が配布さ

れますが、ネットを使ったいじめなどについて心配の声も。市にセキュリ

ティの対策本部がほしいとの意見も出されました。

また、学校施設については「トイレのニオイがきつい」「小学校の体

育館のエアコンを早く整備してほしい」などの要望もあがりました。

学校の様々な課題は教育委員会が方針を出し、保護者や地域の声を入れ

ていく仕組みづくりが必要です。先生の当たり外れがないよう「チーム学

校」で地域で子どもたちを育てていくことが必要です。

「もっと開かれた学校に！」

「まちづくりは対話から始まる」平井の今日のまち歩き

田無駅南口すぐの「わ
いわいフードパントリー」
を見学。たくさんの親子
に食材を配っていました。
コロナ禍でこうした市

民の取り組みは貴重。
支援していきたいです。

「共同保育所にんじん」にて

保育士さんに話を聞く平井竜一


